
経営比較分析表（令和5年度決算）
栃木県地方独立行政法人栃木県立がんセンター　栃木県立がんセンター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 非設置 291 - - ■

令和5年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 31 対象 I ガ が - - 291 【】

- 年度 平成28 年度 - 年度

- 183

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

- 40,068 非該当 非該当 ７：１ 183

Ⅰ 地域において担っている役割
　当センターは、県民が求める高度で専門的ながん医療を安定的に
提供するとともに、都道府県がん診療連携拠点病院として県内にお
ける医療水準の向上・均てん化を推進するなど、公的使命を果たし
ながら県民の健康を確保及び増進する役割を担っている。

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02 R03 R05 R01 R02 R03 R04 R05R04 R05 R01 R02 R03 R04

当該値 77.1 79.7 81.0 76.7 76.7当該値 97.0 101.2 118.9 101.7 95.8 当該値 56.7 51.5 50.9 48.4 51.1当該値 75.8 79.0 80.3 75.8 75.8

平均値 86.0 80.7 82.3 81.5 81.4平均値 96.9 101.8 106.2 103.5 93.8 平均値 72.9 64.5 63.8 63.4 66.7平均値 83.0 77.6 79.2 78.4 78.2

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率、②医業収支比率、③修正医業収支比率
　令和５年度は、令和元年度以降４年ぶりに経常収支比率が100％
を下回った。
　医業収支比率及び修正医業収支比率も類似病院の平均を下回って
いるため、入院・外来患者の確保等により医業収益の増加に努める
必要がある。

④病床利用率
　令和２年度以降減少していたが、新型コロナウイルスによる入院
制限がなかったことなどにより、令和５年度は増加に転じた。

2. 老朽化の状況について

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R04 R05 ①有形固定資産減価償却率、②器械備品減価償却率
　類似病院の平均を下回っているが、老朽化が進行しているため、
定期的な設備等点検の結果に基づき計画的に更新を実施し、適切な
維持管理に努めていく。

③１床当たり有形固定資産
　各年度とも類似病院の平均を下回っている。

R05 R01 R02 R03

30.0 29.2 26.3 29.2 33.337.6 当該値74,172 当該値

R03 R04R02 R03 R04 R05 R01 R02

平均値 48,807 51,594 53,805 56,563

40.2 39.7 31.5 39.829,893 30,338 30,808 30,199 34,084 当該値

12,970 13,767 14,046 14,550

当該値 64,261 73,074 73,150 73,323

22.0

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常収支は４年ぶりの赤字となり、医業収支比率及び修正医業収
支比率は依然として類似病院の平均を下回っている。
　がん治療の均てん化が進んでいること等により入院患者数が伸び
悩んでいる状況ではあるが、医師の柔軟な採用等、地方独立行政法
人の特長を活かした取組により、入院患者を確保し、経営改善に努
めていく。

R01 R02 R03 R04 R05 R01

63.4 平均値 20.5 20.2 20.2 21.114,823 平均値 59.9 63.4 61.3 61.456,401 平均値

R04 R05

当該値 5.1 3.9 0.0 0.0 0.0 当該値 42.7

R03 R04 R05 R01 R02 R03R02 R03 R04 R05 R01 R02

36,467,467 40,989,605 40,232,034 40,803,825

平均値 81.9 91.6 100.1 94.9 83.8

77.0 64.0 56.1 64.0 当該値 35,211,20646.5 46.3 45.5 51.8 当該値 76.3

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 44,436,827 45,896,030 47,415,042 47,985,814 49,654,543平均値 72.6 71.9 71.2 71.8 71.4平均値 50.8 51.4 51.9 53.8 55.3
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※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 41,891,213 42,806,727 43,530,781 44,196,357 45,484,013平均値 71.7 72.9 73.9 74.3 72.2平均値 54.6 56.9 58.1 59.4 59.1

34,554,510 34,561,170

平均値 120.5 124.2 121.6 118.9 121.9

59.8 64.5 76.2 78.4 当該値 32,591,02022.4 28.2 34.4 38.3 当該値 41.7

R04 R05

当該値 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 当該値 15.2

R03 R04 R05 R01 R02 R03R02 R03 R04 R05 R01 R02

32,858,222 33,768,654

18.0

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常収支は、令和３年度以来２年ぶりの黒字となった。
　医業収支比率及び修正医業収支比率は前年度より改善したもの
の、依然として類似病院の平均を下回っている。
　また、患者１人当たりの収益も類似病院の平均を下回ってい
る。
　引き続き、地方独立行政法人の特長を活かし、随時採用等によ
り医療スタッフを確実に確保する等を行い、収益性の高い病院運
営に努めていく。

R01 R02 R03 R04 R05 R01

68.1 平均値 17.5 17.5 17.3 17.911,652 平均値 63.3 68.5 67.1 66.941,075 平均値平均値 35,788 37,855 39,289 40,846

56.8 57.4 60.1 61.08,432 8,922 9,024 9,137 8,556 当該値

10,602 11,234 11,512 11,831

当該値 29,425 32,537 31,303 32,975 32,494 当該値

R03 R04R02 R03 R04 R05 R01 R02

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率、②医業収支比率、③修正医業収支比率
　令和５年度は、延べ入院患者数の増加等により経常収支比率が
100％を上回っており、医業収益の増加等により医業収支比率及び
修正医業収支比率ともに増加した。
　
④病床利用率
　令和２年度以降減少していたが、令和５年度は増加に転じた。

⑧材料費対医業収益比率
　各年度とも類似病院の平均を大きく下回っている。

2. 老朽化の状況について

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R04 R05 ①有形固定資産減価償却率、②器械備品減価償却率
　平成30年度の地方独立行政法人化以降増加しているため、定期
的な設備等点検の結果に基づき計画的に更新を実施し、適切な維
持管理に努めていく。

③１床当たり有形固定資産
　各年度とも類似病院の平均を下回っている。

R05 R01 R02 R03

3.6 3.4 3.5 4.2 4.560.1 当該値

平均値 70.4 65.8 65.0 63.3 64.7平均値 80.6 77.1 78.6 78.1 77.5平均値 84.3 80.7 82.2 81.7 81.0平均値 96.9 100.6 105.9 104.3 96.3

当該値 82.5 73.9 70.8 70.4 77.8当該値 58.5 58.4 55.4 56.1 63.258.4 55.4 56.1 63.2当該値 104.1 104.9 101.5 99.7 107.5

Ⅰ 地域において担っている役割
　当センターは、心身に障害のある乳幼児から高齢者までのあら
ゆる年齢層の県民に対し、質の高い総合的なリハビリテーション
を安定的に提供するとともに、県内における医療及び福祉の向上
を図るなど、公的使命を果たしながら心身に障害のある県民の自
立と社会参加を促進する役割を担っている。

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02 R03 R05 R01 R02 R03 R04 R05R04 R05 R01 R02 R03 R04

当該値 58.5

- 年度 平成30 年度 - 年度

- 134

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

- 21,957 非該当 非該当 １５：１ 134

令和5年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 13 - - - - - 153 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 153 - - ■

経営比較分析表（令和5年度決算）
栃木県地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンター　栃木県立リハビリテーションセンター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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経営比較分析表（令和5年度決算）
栃木県　地方独立行政法人栃木県立岡本台病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

地方独立行政法人 病院事業 精神科病院 精神病院 非設置 - - - ■

令和5年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 3 - - 臨 221 - 221 【】

- 年度 令和4 年度 - 年度

- -

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

- 13,062 非該当 非該当 １５：１ -

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は、精神科緊急及び救急医療、アルコール・薬物等依存症
医療、医療観察法医療など、精神疾患に係る高度・専門の医療を
担う県の基幹病院としての役割を担っている。

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02 R03 R05 R01 R02 R03 R04 R05R04 R05 R01 R02 R03 R04

当該値 - - - 62.8 65.9当該値 - - - 118.3 112.1 当該値 - - - 47.5 53.0当該値 - - - 62.8 65.9

平均値 - - - 64.1 63.8平均値 - - - 102.5 100.2 平均値 - - - 62.3 62.4平均値 - - - 61.5 61.1

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率、②医業収支比率、③修正医業収支比率
　令和４年度の地方独立行政法人化以降、２年連続で経常収支の
黒字を確保するとともに、修正医業収支比率は類似病院の平均を
上回った。

④病床利用率
　令和５年度は、延べ入院患者数の増加等により病床利用率が増
加したが、病床を休床している影響等により類似病院の平均は下
回っている。

⑥外来患者１人１日当たり収益、⑧材料費対医業収益比率
　令和５年10月に全面院外処方へ移行した影響により、令和４年
度と比較して大幅に減少している。

2. 老朽化の状況について

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R04 R05 ①有形固定資産減価償却率、②器械備品減価償却率、③１床当た
り有形固定資産
　令和４年度の地方独立行政法人化に伴う帳簿価格の再評価によ
り類似病院の平均を下回っているが、老朽化が進行しているた
め、定期的な設備等点検の結果に基づき計画的に更新を実施し、
適切な維持管理に努めていく。

R05 R01 R02 R03

- - - 9.6 7.059.6 当該値29,819 当該値

R03 R04R02 R03 R04 R05 R01 R02

平均値 - - - 23,419

- - - 53.7- - - 13,000 9,183 当該値

- - - 8,761

当該値 - - - 30,729

6.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和４年度の地方独立行政法人化以降、２年連続で経常収支の
黒字を確保することができた。
　引き続き、地方独立行政法人の特長を活かした病院運営によ
り、病床利用率の向上を図るなど、収益性の高い経営基盤の確立
に努めていく。

R01 R02 R03 R04 R05 R01

82.9 平均値 - - - 7.38,739 平均値 - - - 84.023,411 平均値

R04 R05

当該値 - - - 0.0 0.0 当該値 -

R03 R04 R05 R01 R02 R03R02 R03 R04 R05 R01 R02

- - 7,153,172 7,362,873

平均値 - - - 160.5 167.7

- - 20.1 34.0 当該値 -- - 12.4 23.7 当該値 -

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 - - - 28,458,752 26,802,274平均値 - - - 68.0 69.3平均値 - - - 52.2 52.5
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③修正医業収支比率(％)
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